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　インプロとは，台本や事前の打ち合わせなしに即興で
ストーリーを作っていく即興劇のことである。これまで
の学校教育とインプロに関する先行研究では，インプロ
を通してこれまでの学校教育の枠組み自体の問い直しが
行われていた。なぜインプロによって学校教育の枠組み
の問い直しが可能になるのかというと，それはインプロ
に遊びの原理が存在するからだと考える。
　インプロの遊びの原理に注目して，学校教育とインプ
ロを遊びという観点から接続して論じている論者の一人
として，ロイス・ホルツマンを挙げることができる。ホ
ルツマンは，レフ・ヴィゴツキーの理論を枠組みとし
て，インプロの即興的なパフォーマンスについて考察し
ている。ホルツマンは，ヴィゴツキーの発達の最近接領
域の理論を即興的なパフォーマンスの観点と接続するこ
とで，道具と結果の弁証法という理論を提示している。
　では，インプロの実践の中で，児童はどのように遊び
の場を生成し，インプロの実践が道具と結果の弁証法の
場として機能していくのだろうか。
　本論稿の問いは「インプロの実践を通して児童はどの
ように遊びの場を生成していくのか」である。
　本研究では，小学校 5年生で行われるインプロの実践

をM-GTAを用いて分析した。分析の結果，生成された
概念は48個であった。概念相互の関係からカテゴリー
の収束化を行った結果，21個のカテゴリーに収束した。
また，21個のカテゴリーは，5個の中心的カテゴリーに
収束した。
　またインプロの実践で，児童は①「≪顕在化された未
知なる状況へ直面≫と≪他者の枠組みの受け入れ≫の循
環的影響が生じる段階」，②「①の段階から≪イメージ
の世界≫と≪新たな世界の具体化≫の循環的影響が生じ
る段階のへの飛躍」，③「②の段階から≪自己の世界の
拡張≫の段階への飛躍」の中で遊びの場を生成している
ことが明らかになった。
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